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開始の合図があるまで，この問題冊子を開いてはいけません。

解答用紙はこの冊子にはさんであります。

計算はあいているところを使い，答えはすべて解答用紙の決められた柵

に書き入れなさい。

選択問題については，［β－１］から[β－７]までの７群のうちから，学校

で指定された２群を解答しなさい。

－ 解 答上の注意事項

．答えに根号が含まれるときは，根号の中は最も小さい自然数にしなさい。

．答えが分数になるとき，約分できる場合は約分しておきなさい。
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ＳⅡβ学カテスト

β共通問題 ｜次の問いに答えよ｡(ここで伽している!iは虚数単位とする）

（１）整式Ｐい)をｘ２－４で割ったときの余りが３工一１であるとき，Ｐ(2)の値を求めよ。

(2)'直線3雛十』,-12=q獣-』,+2=0の交点を剛直約=--÷雛に鋤Ⅷ線の
方程式を求めよ。

(3)２円("－４)z＋(y－５)z＝36,（x＋8)2＋jjz＝γzが図のように互いに外接するとき，正の

定数γを求めよ。

I州､'=÷のとき§in26の値を求めよ｡ただし'は第２象限の角とする。

(5)０≦６＜27rのとき．不等式２cos28-l-5cosO-3＜０を解け。

(6)log３８×log281を計算せよ。

(7)放物線ｙ＝2x2-4jv＋３上の点(α・Ｉ))における接線の方程式がｙ＝4ｘ－５であった。

このとき．α、６の値を求めよ。

(S)定積分Ｌ(如璽十2x-2伽X'僻+2難-2肱の値を求めよ。

(9)方程式２２蕪－７×２態－８＝０について，次の問いに答えよ。

（ｱ）２熊＝ｊとおいて得られるオの方程式を作れ。

（ｲ）与えられた虹の方程式を解け。（途''１経過を箸:け）

￥’のとき次の'M'いに答えよ｡(途中経過を書け）(lO）α＝

（ｱ）α２とα３の値を求めよ。

（ｲ）α5＋α4＋α3＋α2＋α＋１の値を求めよ。

－ １－



β選択問題
[β－１］から［β－７］までの７群のうち，学校で指定された２群を解答

すること。

[β－１］ (平面図形）

（１）△ＡＢＣにおいて，４Ａの２等分線と辺ＢＣとの交点をＤとする。ＡＢ＝５，ＢＣ＝６

ＣＡ＝４のとき．線分ＣＤの長さを求めよ。Ａ

(2)点Ｐを通る２直線が円Ｏ

ＡＢ＝６，ＰＣ＝ＣＤのとき，

を求めよ。

ｐ

Ｈ

とそれぞれ２点Ａ，Ｂと２点Ｃ，Ｄで交わる。ＰＡ＝４

線分 ＣＤの長さＩ）
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(3)点Ｐを通る２直線が円Ｏと２点Ａ，Ｂで接する。下図のように，円周上の点をＣ

とし．４ＡＰＢ＝40°のときとＡＣＢの大きさを求めよ。
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(4)△ＡＢＣの外心をＯとする。とＡＢＣ＝15.のとき，乙ＡＣＯの大きさを求めよ。
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[β－２]（集合と論画

（１）Ｕ＝{jvl〃は１０以下の正の整数}を全体集合とし，その部分集合Ａ，ＢをＡ＝{刃|難は

２の倍数｝，Ｂ＝{ハルvは３の倍数｝とするとき，集合ｚｎＢを要素を書き並べる方法

で表せ。

けた

(2)２桁の自然数のうち，４でも９でも割り切れない数は何個あるか。

(3)次の「]に適するものを，下の(ｱ)~(ｴ)の中から選び記号で答えよ。

「実数α・ムｃについて，α‘=ｂｃはα=6であるための[－｡」

（ｱ）必要条件であるが，十分条件ではない

（ｲ）十分条件であるが，必要条件ではない

（ｳ）必要十分条件である

（ｴ）必要条件でも十分条件でもない

(4)次の命題の真偽を判定し，偽の場合は反例を１つあげよ。

「実数α’６について，α＋6＞２かつα6＞１ならば，α＞１かつ６＞1」

[β－３］ （場合の数と確率）
【＃た

（１）５個の数字１．２，３，４．５の中から異なる数字を使って３桁の整数をつくるとき，

偶数はいくつできるか。

(2)下図のような道があるｃ

は何通りあるか。

Ａ地点からＣとＤを通りＢ地点まで鐙短距離で行く経路

釦 Ｂ

Ｃ ，

Ａ

(3)１０本のくじがあり，そのうち３本が当たりくじである。この中から同H寺に３本引

くとき，少なくとも１本当たる確率を求めよ。

(4)さいころを５回投げるとき．３の‘倍数の目がちょうど３回出る確率を求めよ。

－３－



[β－４］ (数列フ

(1)初項が４，第４項が１０８である等比数列{α"}の公比を求めよ。

(2)数列９．９９．９９９．９９９９．９９９９９ の一般項α〃を求めよｃ

(3)等差数列{α"}において，初項から第〃項までの和をＳ”とする。

Ｓ５＝５５，s6＝７８，s7＝１０５

が成り立つとき．数列{α"}の公差を求めよ。

(4)α,＝１，α"+,＝5α"＋４（72＝１，２，３……)で定義された数列{α"}の一般項α"を求

めよ。

[β－５]（ベクトル）

(1)｜万|＝'７|＝2，’3万－２７|＝４のとき了と了の内積万・了を求めよ。

(2)２点Ａ，Ｂの位置ベクトルをそれぞれ７，７とする。このとき，点Ｂに関して点Ａ

と対称な点ｃの位置ベクトル了を万・了で表せ。

(3)空間において，２点Ａ(－３，５，１)，Ｂ(１，－３，７）を政経の両端とする球面の方程式

を求めよ。

(4)△ＡＢＣの辺ＡＢを３：２，辺ＡＣを３：１に内分する点をそれぞれＥ，Ｆとし，辺ＢＣ

の''1点をＤとする。また，線分ＥＦとＡＤの交点をＰとするとき，万>を而儀，

瓦でを用いて表せ。

－４－



[β－６]（数学Ⅱ①）

(1)等式(2＋伽十(2ルー3)y＋５－ルー０が，ルについての恒等式になるように，実数ｘ，Ｊ１

の値を定めよ。

(2)sin6-l-cos6＝〃のとき 訓器,＋c夫’ の値を求めよ。

(3)等式1,1(3州α2雛十雌=3が成り立つように定数"の値を定めよ。

(4)円jC2＋y2＝４と直線〃＋y－２＝０の共有点をＡ，Ｂとする。原点ＯとＡ，Ｂの３点

を通る円の方程式を求めよ。

[β－７]（数学Ⅱの

を計算せよ。
兆十３ｘ ＋７

(１）
妬十１妬 十５

(2)log,025の値を求めよ。ただし，loglo2＝0.301とする。

(3)次の連立不等式が表す領域の面積を求めよｃ

嘱璽≦‘

(4)曲線ｙ＝妬3＋3妬2上の各点における接線の傾きの最小値を求めよ。

－５－


